
国土交通省「交通空白解消・官民連携プラットフォーム」

人口減少時代における十勝バスの取組み
 

〜 サスティナブルな「街づくり政策×交通政策」 〜

令和６年１１月２５日（月）

十勝バス株式会社

代表取締役社長 野村 文吾
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一般乗合バス
（ ９８両）

ジャンボハイヤー 介護事業 学童保育・教育事業

一般貸切バス
（ ２０両）

 設     立 大正１５年
(１９２６年)

 資  本  金 ６,０００万円

 従業員数 ２２６名

 車  両  数 １１８両

便利事業

会社概要

飲食事業
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事業規模等

１市１８町村 中の
 １市１３町村

 十勝管内１４市町村をカバー

 年間４７０万km走行
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１．「人口減少」時代の到来
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（１） 推計人口 － 日本

１．「人口減少」時代に「今向かう未来」
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帯広市の１９７０年の人口
１３１,５６８人

（２） 推計人口 － 帯広市

１．「人口減少」時代に「今向かう未来」



２．「人口減少」時代に
交通の「今向かう未来」
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  「交通の共創」で地域密着をさらに深掘り

・ 街づくりのインフラであるバス路線の「選択と集中」

路線の「選択と集中」

コンパクト＋ネットワーク 市民に「喜ばれる」便数に増便

様々な「交通」の連携と機能の融合

（１） 「コンパクト＋ネットワーク」の
 実現に向けて

２．「人口減少」時代に交通の「今向かう未来」



駅前ターミナル

十勝バス本社

大空団地
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（２） 市民に喜ばれる「路線」のイメージ

２．「人口減少」時代に交通の「今向かう未来」



駅前ターミナル

十勝バス本社

大空団地
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２．「人口減少」時代に交通の「今向かう未来」

広い意味での
「運輸連合」



選択と集中で市民に喜ばれる路線づくり

（３） 「公共交通 円卓会議２０２４」で発表

11

２．「人口減少」時代に交通の「今向かう未来」



３．「人口減少」時代に
街づくりの「今向かう未来」
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ミニ「コンパクト＋ネットワーク」で街づくり！

・ 市民にとっての最善の生活環境を整備する

挑戦！

人口減少・移動総数減少

「町内会づくり」から始める
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３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」

（１） セグメント×深掘り



ミニ「コンパクト＋ネットワーク」で街づくり！

・ 市民にとっての最善の生活環境を整備する

人口減少・移動総数減少

「町内会づくり」から始める

大空団地

全ての生活サービスを集中投入

挑戦！
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３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」

（１） セグメント×深掘り



人口減少・移動総数減少

「町内会づくり」から始める

大空団地

全ての生活サービスを集中投入

「町内会づくり」×複数→「街づくり」

交通との共創＝真の生活ＭａａＳ

挑戦！

ミニ「コンパクト＋ネットワーク」で街づくり！

・ 市民にとっての最善の生活環境を整備する
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３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」

（１） セグメント×深掘り



  様々なステークホルダーが動き始めた

 ・ 国土交通省のコロナ後の地域交通の政策に！
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２０２１年７月１９日(月)  東京交通新聞

国土交通省 総合政策局
地域交通課長 倉石誠司 氏

「新型コロナウイルスの経験を経て、地域コミュニ
ティはますます、範囲２キロくらいの小集積になる。
地域づくり・まちづくり、暮らしの満足度を第一に据
え、住民目線で取り組みたい。家族、ウェルビーイ
ング(心身の幸福)、介護・福祉、教育などテーマは

いろいろとある」と基本姿勢を示す。地域の公共交
通とまちづくりの一体化が促進されそうだ。

キーワード

「共創」

（２） 国土交通省でも交通との共創が

３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」



  様々なステークホルダーが動き始めた

 ・ 国土交通省のコロナ後の地域交通の政策に！

２０２１年７月１９日(月)  東京交通新聞

国土交通省 総合政策局
地域交通課長 倉石誠司 氏

「新型コロナウイルスの経験を経て、地域コミュニ
ティはますます、範囲２キロくらいの小集積になる。
地域づくり・まちづくり、暮らしの満足度を第一に据
え、住民目線で取り組みたい。家族、ウェルビーイ
ング(心身の幸福)、介護・福祉、教育などテーマは

いろいろとある」と基本姿勢を示す。地域の公共交
通とまちづくりの一体化が促進されそうだ。

キーワード

「共創」

17

・ 「共創」により、生活サービスを深化！

① 「飲食×交通」：市民の集う場所×ミニ「生活・交通」ターミナル

② 「カフェ×交通」：市民の集う場所×ミニ「生活・交通」ターミナル

③ 「物販×交通」：マルシェバス＝百貨店・スーパー×交通

④ 「農業×交通」：農家から客貨混載ネットワーク×物販＠ミニＢＴ

⑤ 「教育×交通」：大学サテライト×ミニ「生活・交通」ターミナル

⑥ 「建設×交通」：ミニバスターミナル×コミセン＠大空小跡地

３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」

（２） 国土交通省でも交通との共創が



宅配事業キリン便 18

（３） 実際に生活サービスを集中投入！

共創によるコミュニティの創造！

・ 人と人の分断を解決する場を提供する

客貨混載
マルシェ路線バス

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

医療
「オンライン
健康相談」

飲食事業×コミュニティカフェ 物流×物販

３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」



宅配事業キリン便

共創によるコミュニティの創造！

・ 人と人の分断を解決する場を提供する

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

医療
「オンライン
健康相談」

飲食事業×コミュニティカフェ 物流×物販

（３） 実際に生活サービスを集中投入！

客貨混載
マルシェ路線バス

「買い物難民」があまりにも多いことに気付く

マルシェバス

「サービス」をお客さまに近付けることも使命
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３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」



宅配事業キリン便

共創によるコミュニティの創造！

・ 人と人の分断を解決する場を提供する

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

医療
「オンライン
健康相談」

飲食事業×コミュニティカフェ 物流×物販

（３） 実際に生活サービスを集中投入！

客貨混載
マルシェ路線バス

「買い物難民」があまりにも多いことに気付く

マルシェバス

「サービス」をお客さまに近付けることも使命

「街づくりと交通の融合」＝都市政策×交通政策

「旅客輸送と貨物輸送の融合」＝人流×物流
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３．「人口減少」時代に街づくりの「今向かう未来」



４．あらゆる「モビリティ」の
「機能」を融合
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当時の街づくりの在り方が参考
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・ 街づくりの様々な「機能」が低下

  「真のＭａａＳ」で地域密着をさらに深掘り

・ 「人口減少」は「運転者不足」にも強く影響

２０５０年には１９６０年代の人口まで減少

４．あらゆる「モビリティ」の「機能」を融合

「物流×人流」車両で機能を融合
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２０５０年には１９６０年代の人口まで減少

当時の街づくりの在り方が参考

「物流×人流」車両で機能を融合

✖

大空ローカルハブ
を「拠点」化

４．あらゆる「モビリティ」の「機能」を融合

  「真のＭａａＳ」で地域密着をさらに深掘り

・ 「人口減少」は「運転者不足」にも強く影響

・ 街づくりの様々な「機能」が低下



５．生活と交通の「ハブ」
としての「拠点」を整備

24



 「社会実装」を目指して、実際に集中投入

・ 「拠点」の設置で、共創による リ・デザイン

市民に「喜ばれる」街づくりで人口増加

賛同する大手企業の投資を呼び込む
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フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

マルシェバス

焼肉飲食店「にくや大空」大空ローカルハブ「カフェ × 物販」

ミニ「生活・交通」ターミナル
大空ローカルハブ

５．生活と交通の「ハブ」としての「拠点」を整備

・ 今、目指す 「大空ローカルハブ」



市民に「喜ばれる」街づくりで人口増加

賛同する大手企業の投資を呼び込む

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

マルシェバス

焼肉飲食店「にくや大空」大空ローカルハブ「カフェ × 物販」

ミニ「生活・交通」ターミナル
大空ローカルハブ

日野自動車さまが「大空進出」！ 26

５．生活と交通の「ハブ」としての「拠点」を整備

 「社会実装」を目指して、実際に集中投入

・ 「拠点」の設置で、共創による リ・デザイン

・ 今、目指す 「大空ローカルハブ」



市民に「喜ばれる」街づくりで人口増加

賛同する大手企業の投資を呼び込む

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

マルシェバス

焼肉飲食店「にくや大空」大空ローカルハブ「カフェ × 物販」

ミニ「生活・交通」ターミナル
大空ローカルハブ

日野自動車さまが「大空進出」！

 いくつもの賛同企業との共創で、
スピードアップと成果拡大を目指す

  
国土交通省が

   「街づくり×交通」を政策化！
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５．生活と交通の「ハブ」としての「拠点」を整備

 「社会実装」を目指して、実際に集中投入

・ 「拠点」の設置で、共創による リ・デザイン

・ 今、目指す 「大空ローカルハブ」



市民に「喜ばれる」街づくりで人口増加

賛同する大手企業の投資を呼び込む

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

マルシェバス

焼肉飲食店「にくや大空」大空ローカルハブ「カフェ × 物販」

ミニ「生活・交通」ターミナル
大空ローカルハブ

日野自動車さまが「大空進出」！

 いくつもの賛同企業との共創で、
スピードアップと成果拡大を目指す

  
国土交通省が

   「街づくり×交通」を政策化！

２０２４年
大空地区の
公示地価上昇率が
全国 ５ 位！
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５．生活と交通の「ハブ」としての「拠点」を整備

・ 今、目指す 「大空ローカルハブ」

 「社会実装」を目指して、実際に集中投入

・ 「拠点」の設置で、共創による リ・デザイン



市民に「喜ばれる」街づくりで人口増加

賛同する大手企業の投資を呼び込む

フルデマンド交通
× ＡＩ運行システム

マルシェバス

焼肉飲食店「にくや大空」大空ローカルハブ「カフェ × 物販」

ミニ「生活・交通」ターミナル
大空ローカルハブ

日野自動車さまが「大空進出」！

 いくつもの賛同企業との共創で、
スピードアップと成果拡大を目指す

  
国土交通省が

   「街づくり×交通」を政策化！

２０２４年
大空地区の
公示地価上昇率が
全国 ５ 位！

５．生活と交通の「ハブ」としての「拠点」を整備

 「社会実装」を目指して、実際に集中投入

・ 「拠点」の設置で、共創による リ・デザイン
様々な「機能」を融合させた

「拠点」を水平展開
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「街づくり×交通」で
共創によるリデザイン

十勝バスは、新しいスタイルの
地域密着「街づくり会社」に

・ 今、目指す 「大空ローカルハブ」
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官民連携プラットフォームへの期待
◎ これらの課題について、企業の皆さまと共有・議論する
ことで、新たなソリューションを発見する

◎ 十勝バスとしても、地域密着「街づくり会社」を目指す
 ことで得たノウハウを、本プラットフォームで
共有・還元し、地域における移動の足の確保に貢献する

課 題
１．路線の「選択と集中」への戦略的な制度が必要

２．「広義の運輸連合＝ＭａａＳ」を進める予算が必要

３．「機能の融合車両」の開発費用・運用制度が必要

４．生活と交通の拠点「ハブ」を整備する予算が必要



十勝バス株式会社 代表取締役社長 野村 文吾

ご清聴、ありがとうございました

国土交通省「交通空白解消・官民連携プラットフォーム」

人口減少時代における十勝バスの取組み
 

〜 サスティナブルな「街づくり政策×交通政策」 〜
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